











































































































































































- 92ー 消費者行動研究における諸潮流について（ 4) 
( 4 ）購買：この段階は，消費者と店舗環境の相互作用に関する諸側面をさし，購買意図，消費者
の特徴，店舗の特徴などから構成される。
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諸 次 JG 各次元のカテゴリー
(a) タゃイナミックス 'J" 〈ι 動 的 推 進 的
弱 5虫
(b）時 間 現 在 将 来 現在 将来 現在 将来
(c）範 囲 一般 一般 個別 個別
1 2 3 4 5 6 7 8 
準備傾向 態度 動機づけ
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